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本日の流れ

１．オンラインレッスンを受講する

２．オンラインレッスンを知る

３．オンラインレッスンをやってみる

４．意見交換＆アイデア共有



1．オンラインレッスンを受講する

Zoomを使用して、実際に「まるごと」の
オンラインレッスンを体験してみましょう。

【受講する際のポイント】

・クラス授業との違いは何か

・発言しやすさ・聞きやすさはどうか

・教師のキューはわかりやすいか

・ペア/グループワークはどうか
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2．オンラインレッスンを知る

Zoomを使用して、実際にオンラインレッスンを
実施する際のポイントを確認しましょう。

【Zoomを使う前に知っておくべきポイント】

① web会議ツールについて

② タイプ別オンラインレッスン

③ 基本的な機能と準備

④ ミーティングをスケジュールする

⑤ オンラインレッスンに使える機能

⑥ 基本的な設定

⑦ セキュリティ
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① web会議ツールについて

遠隔拠点の相手とインターネットを介して音声通話やビデオ通話でのやりとりができる、

コミュニケーションツール。音声通話やビデオ通話以外にもパソコンの画面共有やテキスト

チャットでのやりとりが可能。

5https://www.businessinsider.jp/post-215720



② タイプ別オンラインレッスン
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ライブ配信 録画配信

配信方法

レッスン方法

授業型 講義型 画面共有型



③ 基本的な機能と準備
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【基本的な機能】

① １クリックで接続

アカウント登録なしでURLをクリックすれば参加できる

② 高品質のビデオ＆音声

他のweb会議ツールと比較して画質・音質が高く、低遅延

③ マルチデバイス対応

PC、スマートフォン、タブレットから繋がる

④ 無料版でも一通りの機能が使える

無料版は接続時間が40分制限

（3人以上の場合）



③ 基本的な機能と準備
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【基本的な準備】

① PC or スマートフォン or タブレット

② ヘッドセット、ウェブカメラ（あれば便利）



③ 基本的な機能と準備
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【Zoomで推奨されるインターネット帯域幅（PC利用の場合）】
1対1のビデオ通話の場合：高品質のビデオでは600kbps（アップ/ダウン）

グループビデオ通話の場合：高品質のビデオでは800kbps/1.0Mbps（アップ/ダウン）
画面共有（ビデオサムネイルなし）の場合：50～75kbps

画面共有（ビデオサムネイル付き）の場合：50～150kbps

※1 Zoomウェブサイト ヘルプセンター内「Windows、macOS、Linuxのシステム要件」参照

※2 スマートフォン（iOS/Android)利用の場合は、600kbps/1.2Mbps（アップ/ダウン）

https://www.speedtest.net/



④ ミーティングをスケジュールする
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① 【トップページ】→【マイアカウント】→【ミーティングをスケジュールする】

② [開催日時][所要時間]を入力



④ ミーティングをスケジュールする
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③ [ミーティングID] 自動的に生成 ※個人ミーティングIDは使わない

[ミーティングパスワード] 必要 [待機室] ☑

④ [ビデオ][音声] どちらでもよい（オンラインレッスン時に変更可能）



④ ミーティングをスケジュールする
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⑤ [ホストの前の参加を有効にする] ✕

[入室時に参加者をミュートにする] 必要なら

[認証されているユーザーしか参加できません] 必要なら

[ミーティングを自動的にレコーディング] 随意（ミーティング時に１クリックで録画可）



④ ミーティングをスケジュールする
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・[参加用URL]または[ミーティングID] と[ミーティングパスワード]を共有



④ ミーティングをスケジュールする
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・オンラインレッスン当日は予約したスケジュールを選び【開始】ボタンをクリック

して入室



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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オーディオ（マイク・スピーカー）設定：１クリックでミュートon/off

ビデオ（カメラ）設定：１クリックでカメラon/off

セキュリティ設定：[ミーティングをロックする][待合室を有効化]等

参加者の管理：待合室からの参加許可や参加者のミュート設定等

チャット：テキストチャット、ファイルの送受信

画面を共有：デスクトップ画面の共有、コメント付け、ホワイトボード等

レコーディング：PCまたはクラウドに録画保存

ブレークアウトセッション：参加者をグループ分け

反応：「いいね！」「拍手」表示



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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・ホストも参加者もPPTや画像等、自分のデスクトップ画面を共有できる

・共有しながら書き込みをしたり、コメントを付けたりできる

・音声、動画の共有も可能（[コンピューターの音声を共有]を選択）

【画面共有】



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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・画面共有時にコメントを書いたり、書き込み、ハイライトをしたりできる

【コメント】



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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・ホストも参加者も書き込み、描画、スタンプ等ができる

・記入後は全員が保存できる

・スマートフォン、タブレットからはテキスト入力ができない

【ホワイトボード】



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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・テキストメッセージ、ファイルの送受信ができる

・宛先は[全員]か[プライベート]か選択できる

・URLを共有したり、設定説明や質問、個別対応をするのに便利

・全員または自分宛のプライベートチャットは各自が保存できる

【チャット】



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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・参加者をグループ分けしてブレークアウトルームに入れることができる（最大50）

・グループ分けはホストが任意に分けるかランダム設定

・ホストは各ルームを回ることができるが、参加者のルーム間移動は不可

・ルームごとに画面共有、チャット機能が使える

・ホストは[ブロードキャスト]で全部屋にメッセージを送ることができる

・参加者は各ルームから[ヘルプ]でホストを呼ぶことができる

・ホストは全員をメインルームに呼び戻すことができる

【ブレークアウトセッション】



⑤ オンラインレッスンに使える機能
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・ホストはオンラインレッスンを録画保存できる

・PCかクラウドか保存先を選択できる（クラウド保存は共有可能）

・参加者はホストが許可をすれば各自のPCに録画可能

・録画されるのは「ホストがいるところ」

【レコーディング】



⑥ 基本的な設定
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【マイアカウント】→【設定】

以下の設定をonにする

[ブレークアウト] [ホワイトボード] [プライベートチャット]

[チャット自動保存] [投票中です]

※参照動画 https://youtu.be/VrKuhgzVRzE?t=515



⑦ セキュリティ
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・常に[最新バージョン]にアップデートしておく

①Zoomアプリを起動し、右上の小さなアイコンをクリック

②メニューから「アップデートを確認」をクリック

③最新バージョンかどうか確認（2020年11月5日現在は5.4.1）

④更新がある場合には「更新」をクリック

※アカウントパスワードも定期的に変更しておく



⑦ セキュリティ
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レッスン前にもう一度確認！

[ミーティングパスワードを必要とする] ◎

[待機室を有効にする] ◎

[ホストの前の参加を有効にする] ✕



⑦ セキュリティ
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Zoom Bombing対策

[画面共有] 共有できるのは 【ホストのみ】

※レッスン内容に応じて変更。レッスン中に変更可能。

受講者に共有してもらう場合は【全参加者】



⑦ セキュリティ
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さらにセキュリティレベルを上げるには…（必要に応じて）

参加者が全員そろったら、[セキュリティ]→[ミーティングをロックする]

※遅刻者や落ちた人は入室できないので注意！



３．オンラインレッスンをやってみる

Zoomを使用して、実際にオンラインレッスンをやってみましょう。

１）グループ分け

２）グループ内で順番にZoomの機能を実際に使ってみる

（ブレークアウト、録画以外の機能を使って）

３）簡単なフィードバック（時間があれば）
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４．意見交換＆アイデア共有

全体で意見交換やアイデアの共有を行いましょう

１）オンラインレッスンで困っていることがありますか？

２）オンラインレッスンのアイデア共有
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ありがとうございました


